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1. はじめに 

2050 年カーボンニュートラル実現に向け，多くの研究，技術開発が行われており，本研究室におい

ても，脱炭素・資源循環型社会に大きく貢献する 2 つのコンクリートの研究を行っています．一つは

2021 年に運用が開始されたバイオマス発電所（うるま市）から排出されるバイオマス燃焼灰を主原料

としたジオポリマーコンクリート[1]，もう一つは，植物の細胞壁のリグニンの熱可塑性を利用した植

物性コンクリート（ボタニカルコンクリート）[2]です．ここでは，前者のジオポリマーコンクリート

を紹介します．沖縄で開発され，バイオマス燃焼灰を主原料としたジオポリマーコンクリートを「しま

ジオポリマーコンクリート（以下，しまジオポリマー）」と呼んでいる． 

 

2. しまジオポリマーコンクリートの硬化原理と特徴 

 本研究室で研究が進められているしまジオポリマーは，

バイオマス燃焼灰（パーム椰子殻燃焼灰）に，高炉スラグ

微粉末，シリカフュームを混和した活性フィラーとアルカ

リ刺激の役割のアルカリ活性剤とを練り混ぜることで，縮

重合反応により硬化します．図-1 にセメントコンリートとしまジオポリマーの構成材料の違いを示し

ます．しまジオポリマーの特徴は，製作工程，施工性（流動性），強度発現，見た目などセメントコン

クリートとほぼ同じですが，同強度のセメントコンクリートに比べ，約 83%もの CO2 排出量が削減で

きます[1]．また，活性フィラーに産業副産物を使用していることから資源循環にも貢献しています． 

 

3. コンクリート製品としての社会実装 

 ジオポリマーコンクリートがなかなか普及しない理由に，地域ごとに様々な副産物が利用され，セ

メントコンクリートのように配合設計方法が確立されていないことが上げられます．本研究室で開発

したしまジオポリマーは，配合設計方法をほぼ確立し，コンクリートフロート，消波ブロック，花ブロ

ックなどのブロック製品の要求性能を満足する配合を決め，製品展開が進められています（図-2参照）． 
連携協力企業：（株）リュウクス，リウコン（株），ゼニヤ海洋サービス（株），（有）大城ブロック工業，（株）不動テトラ 

   
(a) コンクリートフロート (b) 消波ブロック (c) 花ブロック 

図-2 社会実装に向けた製品化の例 
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図-1 構成材料の違い 


